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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第37期
第３四半期
累計期間

第38期
第３四半期
累計期間

第37期

会計期間

自 平成23年
４月１日

至 平成23年
12月31日

自 平成24年
４月１日

至 平成24年
12月31日

自 平成23年
４月１日

至 平成24年
３月31日

売上高（千円） 3,520,9903,962,7704,864,497

経常利益(千円) 149,916 170,808 207,470

四半期（当期）純利益（千円） 78,427 102,662 113,156

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 831,413 831,413 831,413

発行済株式総数（株） 4,558,8604,558,8604,558,860

純資産額（千円） 2,740,3372,854,1882,781,632

総資産額（千円） 5,877,0976,089,1945,776,374

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
17.61 23.06 25.42

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 7.50

自己資本比率（％） 46.6 46.9 48.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
103,744 146,690 98,660

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△67,978 △70,787△273,460

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
52,730 111,455△83,978

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
857,006 697,184 509,736

　

回次
第37期
第３四半期
会計期間

第38期
第３四半期
会計期間

会計期間

自 平成23年
10月１日

至 平成23年
12月31日

自 平成24年
10月１日

至 平成24年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
9.56 9.86

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４. 四半期財務諸表等規則第４条の２第３項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

  また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　　

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　 文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

(1)業績の状況

    当第３四半期累計期間における我が国経済は、企業業績、個人消費が弱含みで雇用情勢にも厳しさが残るなど、

依然、足踏みの状態が継続しております。

   為替や株式相場におきましては、第２四半期と同様に欧州の財政問題の長期化、或いは米国経済の不透明さなど

から円高と株安傾向で推移しておりましたが、第３四半期後半には、新政権への期待感により為替相場は円安に転

じ、また、株式相場も上昇傾向を示すなど経済環境の改善気配を見せ始めました。

   しかしながら、先行きの不透明感等から企業業績の回復や雇用情勢の改善には、まだまだ時間を要するものと思

われます。

   このような状況の下、当第３四半期累計期間の売上高は、３９億６千２百万円（前年同期比１２．５％増）とな

りました。検査分野別で見ると、生化学分野におきましては、前事業年度に引き続き糖尿病検査薬と肝機能検査薬

が好調に推移したことにより１２億２千３百万円(前年同期比６．６％増）となりました。免疫分野におきまして

は、第２四半期累計期間に引き続き輸血検査分野とアレルギー診断薬が大きく伸長したことにより２４億６千７

百万円（前年同期比１１．６％増）という結果になりました。その他の分野におきましても、機器関連等が好調な

伸びを示したことにより、２億７千１百万円（前年同期比６７．４％増）となりました。

   この結果、営業利益及び経常利益につきましては、それぞれ１億７千６百万円（前年同期比１５．２％増）、１

億７千万円（前年同期比１３．９％増）となり、四半期純利益におきましては、１億２百万円（前年同期比３０．

９％増）となりました。

　

　(2)資産、負債及び純資産の状況

  当第３四半期会計期間末における総資産の額は、６０億８千９百万円となり、前事業年度末と比べ３億１千２

百万円の増加となりました。流動資産は２８億９千９百万円となり、前事業年度末と比べ５億３千４百万円の増

加となりました。その主な要因は、現金及び預金３億８千７百万円、受取手形及び売掛金８千１百万円、商品及び

製品５千８百万円などがそれぞれ増加したことによります。固定資産は３１億８千９百万円となり、前事業年度

末と比べ２億２千１百万円の減少となりました。その主な要因は、投資その他の資産の長期預金から現金及び預

金への振替２億円及び減価償却費１億１千８百万円を計上したことによります。

  当第３四半期会計期間末における負債の額は、３２億３千５百万円となり、前事業年度末と比べ２億４千万円

の増加となりました。その主な要因は、短期借入金２千６百万円及び賞与引当金２千７百万円がそれぞれ減少し

たものの、その一方で支払手形及び買掛金６千万円、長期借入金１億８千７百万円及び流動負債その他６千１百

万円などがそれぞれ増加したことによります。

  当第３四半期会計期間末における純資産の額は、２８億５千４百万円となり、前事業年度末と比べ７千２百万

円の増加となりました。その主な要因は、配当金３千３百万円の支払いなどをしたものの、その一方で四半期純利

益１億２百万円を計上したことによります。
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　(3)キャッシュ・フローの状況

  当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は６億９千７百万円と

なり、前事業年度末と比べ１億８千７百万円の増加となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因

は次のとおりです。

　

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　営業活動は１億４千６百万円（前年同期は１億３百万円の増加）の資金の増加となりました。その主な増加

要因は、売上債権の増加８千１百万円、たな卸資産の増加７千５百万円及び法人税等の支払額６千３百万円な

どにより支出したものの、その一方で、税引前四半期純利益１億７千万円、減価償却費１億１千８百万円及び

仕入債務の増加６千４百万円などの計上によるものです。　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　投資活動は７千万円（前年同期は６千７百万円の支出）の支出となりました。その主な支出要因は、有形固定

資産の取得５千３百万円及び無形固定資産の取得１千７百万円によるものです。　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　  財務活動は１億１千１百万円（前年同期は５千２百万円の増加）の資金の増加となりました。その主な増加

要因は、長期借入金の返済３億７千９百万円及び配当金の支払い３千３百万円の支出をしたものの、その一方

で、短期借入金２億４千万円及び長期借入金３億円をそれぞれ調達したことによるものです。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5)研究開発活動

  当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は１億５千９百万円であります。

  なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社の経営成績に重要な影響を与える要因といたしましては、隔年ごとに実施される薬価改定や医療機関の経

営合理化による医療費引き下げなどの外的要因による収益の変動が考えられます。

　また、その他の分野におけるロイヤリティ収入及び免疫関連における主要な原料につきましては、為替相場の

推移によって各年度における収益予想が大きく変動する可能性があります。

  今後における経済状況については、金融不安による消費の低迷や雇用情勢の改善もなかなか進まないなか、そ

の先行きの見込みについても不透明な状況は継続するものと思われます。臨床検査薬市場におきましても診療

報酬の改定や競合他社との価格競争などにより、引き続き厳しい環境にあるものと予想しております。今後につ

きましては、生化学分野と免疫分野のＨＩＳＣＬ関連試薬の売上拡大及び試薬と測定機器を組み合わせたシス

テム販売等積極的な営業展開を行ってまいります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成24年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成25年２月４日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,558,860 4,558,860

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であり、

単元株式数は

1,000株でありま

す。

計 4,558,860 4,558,860 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

 

平成24年10月１日～

平成24年12月31日

 

－ 4,558,860 － 831,413 － 928,733

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

 

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式)

普通株式　  107,000
－ 単元株式数1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式  4,447,000 4,447 同上

単元未満株式 普通株式      4,860 － －

発行済株式総数 4,558,860 － －

総株主の議決権 － 4,447 －

　（注）１.「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式1,000株（議決権の数1個）が含まれて

おります。

２.「単元未満株式」の欄には、自己株式の株式337株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

株式会社カイノス

東京都文京区本郷二丁目

38番18号
107,000－ 107,000 2.35

計 － 107,000－ 107,000 2.35

　

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

  当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第３項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成24年10月１日から平成24

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

  当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 749,736 1,137,184

受取手形及び売掛金 ※2
 1,187,649

※2
 1,269,183

商品及び製品 188,818 247,546

仕掛品 53,975 66,831

原材料及び貯蔵品 118,652 123,018

その他 69,336 59,047

貸倒引当金 △2,900 △2,900

流動資産合計 2,365,267 2,899,912

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 806,386 800,913

土地 1,851,453 1,851,453

その他（純額） 200,123 187,436

有形固定資産合計 2,857,962 2,839,802

無形固定資産 46,890 40,873

投資その他の資産 506,254 308,605

固定資産合計 3,411,106 3,189,282

資産合計 5,776,374 6,089,194

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 912,417 972,714

短期借入金 1,305,130 1,278,550

未払法人税等 36,183 24,707

賞与引当金 78,400 50,500

その他 236,766 297,864

流動負債合計 2,568,896 2,624,336

固定負債

長期借入金 312,500 500,000

その他 113,345 110,669

固定負債合計 425,845 610,669

負債合計 2,994,742 3,235,006

純資産の部

株主資本

資本金 831,413 831,413

資本剰余金 928,733 928,733

利益剰余金 1,101,097 1,170,372

自己株式 △90,278 △90,302

株主資本合計 2,770,965 2,840,217

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 10,666 13,970

評価・換算差額等合計 10,666 13,970

純資産合計 2,781,632 2,854,188

負債純資産合計 5,776,374 6,089,194
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 3,520,990 3,962,770

売上原価 2,337,877 2,660,327

売上総利益 1,183,112 1,302,443

販売費及び一般管理費 1,029,831 1,125,879

営業利益 153,281 176,563

営業外収益

受取利息及び配当金 7,092 5,682

為替差益 905 －

受取賃貸料 6,592 5,229

その他 5,177 6,464

営業外収益合計 19,768 17,376

営業外費用

支払利息 17,510 16,423

手形売却損 673 714

為替差損 － 1,840

賃貸費用 2,424 1,342

その他 2,525 2,810

営業外費用合計 23,133 23,131

経常利益 149,916 170,808

特別損失

固定資産売却損 54 －

固定資産除却損 324 301

特別損失合計 378 301

税引前四半期純利益 149,537 170,507

法人税、住民税及び事業税 42,310 54,645

法人税等調整額 28,800 13,200

法人税等合計 71,110 67,845

四半期純利益 78,427 102,662
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 149,537 170,507

減価償却費 115,438 118,304

売上債権の増減額（△は増加） 100,051 △81,533

たな卸資産の増減額（△は増加） △67,685 △75,951

仕入債務の増減額（△は減少） △31,678 64,089

その他 △71,952 23,702

小計 193,711 219,118

利息の支払額 △16,181 △14,666

法人税等の支払額 △80,862 △63,947

その他の収入 7,078 6,185

営業活動によるキャッシュ・フロー 103,744 146,690

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △68,371 △53,999

有形固定資産の売却による収入 274 －

無形固定資産の取得による支出 △846 △17,839

定期預金の預入による支出 △100,000 －

定期預金の払戻による収入 100,000 －

投資有価証券の売却による収入 500 －

その他 464 1,051

投資活動によるキャッシュ・フロー △67,978 △70,787

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 240,000 240,000

長期借入れによる収入 200,000 300,000

長期借入金の返済による支出 △339,550 △379,080

配当金の支払額 △33,189 △33,153

その他 △14,530 △16,310

財務活動によるキャッシュ・フロー 52,730 111,455

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5 89

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 88,490 187,448

現金及び現金同等物の期首残高 768,515 509,736

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 857,006

※
 697,184
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　　【会計方針の変更等】

当第３四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
　　至　平成24年12月31日）

 　（減価償却方法の変更）

　　　当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産について、

改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　　　これによる営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は軽微であります。

　　

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

 

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

１．受取手形割引高

 
前事業年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形割引高 99,810千円 80,277千円

　

　

　

　　　※２．四半期会計期間末日満期手形　

四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期会計期間末日が金融機関の休日でしたが、満

期日に決済が行なわれたものとして処理しております。当四半期会計期間末日満期手形の金額は、次のとおり

であります。　

 
前事業年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 －千円 6,309千円

割引手形 29,703千円 12,944千円

　

　

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期会計期間末と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第３四半期累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

現金及び預金 997,006千円 1,137,184千円

投資その他の資産 200,000 －

計 1,197,006 1,137,184

預入期間が３か月を超える定期預金 △340,000 △440,000

現金及び現金同等物 857,006 697,184
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月23日

定時株主総会
普通株式 33,398 7.5平成23年３月31日平成23年６月24日利益剰余金

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月21日

定時株主総会
普通株式 33,387 7.5平成24年３月31日平成24年６月22日利益剰余金

（金融商品関係）

　前事業年度末と比べ、著しい変動はありません。

　

（有価証券関係）

　前事業年度末と比べ、著しい変動はありません。

　

（デリバティブ取引関係）

　前事業年度（平成24年３月31日）

　  該当事項はありません。　

　当第３四半期会計期間（平成24年12月31日）　

　　対象物の種類が通貨であるデリバティブ取引が、会社の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、　前

事業年度の末日に比べて著しい変動が認められます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　対象物の種類 取引の種類 契約額等（千円） 時価（千円） 評価損益（千円）

　通貨 　為替予約取引             　35,696            2,054　 　           2,054

　　(注)ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。　

　

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  当社は、臨床検査薬の製造及び販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

 １株当たり四半期純利益金額 17円61銭 23円06銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 78,427 102,662

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 78,427 102,662

普通株式の期中平均株式数（株） 4,452,387 4,451,579

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社カイノス(E00977)

四半期報告書

14/15



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年２月４日

株式会社カイノス

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 狩野　茂行　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 北本佳永子　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社カイノス

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第38期事業年度の第３四半期会計期間（平成24年10月１日から平成24

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カイノスの平成24年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了す

る第３四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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